
長級 径級 12月19日 12月9日 12月25日 12月20日 12月10日 12月6日 12月18日 12月24日 - 12月23日

（m） （Cm）

2.00 １８上 - - 7,900 8,200 - 6,500 - 8,010 - 8,500

3.00 １６～２６ - 12,900 - - - - 11,100 - - 12,980

3.65 １８～２８ 10,800 12,500 - - - - - 12,800 - 12,520
3.65 49,500

4.00 ３０上 13,000 12,800 13,000 12,800 12,100 11,500 12,000 13,100 - 13,680

4.00 １０～１６ 9,900 8,200 12,350 9,360 11,000 9,120 10,200 - - 10,100

落札数量
3,186 m3 492 328 1,089 478 163 76 56 169 - 334

22,600

３６上 12,000 - 22,300 - - 8,000 14,100 8,500 - -

3.00 １６～２８ - - - - - - - - - -

4.00 １８～２８ 12,240 12,800 - - - 10,300 - 11,500 - 10,000
139,999

13,000 13,100 - - - 11,000 14,000 14,000 - -

落札数量 506 m3 308 15 7 0 2 48 84 39 0 3

4.00 ７～１３ 12,000 8,000 12,000 - - - 9,700 - - -

4.00 １８上 19,000 18,000 18,530 - 19,380 14,500 18,500 20,000 - 19,000

落札数量 301 m3 112 2 118 0 8 1 5 48 0 8

出荷数量
7,822 m3 3,544 649 1,251 486 208 401 599 277 0 407

落札数量
7,462 m3 3,454 499 1,247 478 180 400 584 276 0 345

95% 97% 77% 100% 99% 87% 100% 97% 100% - 85%

283名 97 43 24 12 9 27 38 19 0 14

2.00 3.00 3.65 3.65 4.00 2.20 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00

 １８上 １４～１８ １８～２８ ３０上 １０～１６ ３６上 １４～２８ １８～２８ ３０上 　７～１３ １４～２８

強気配 ○ ○

保　 合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

弱気配 ○ ○

　
造作用材
のポイント
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３０上

　延べ参加者

　平均落札率

カ ラ マ ツ

4.00

2.20

樹種

カラマツ

東磐二戸

アカマツ

ス ギ

遠野盛岡 一関 高田 久慈

スギ引合い強く

　 機関紙 　《 第    号 》  令和7年1月1日　「こだま」　原稿　　　                                                                                            ,

宮古 釜石

　                     《上段～特選材、下段～一般材　》

木材流通センタ－ 浄安

県内センターの取扱量は累計で前年度比９０％。単月では約４００㎥の販売減。

県内合板工場の生産調整は継続中。受入数量は回復していないが、山側からの出材が少ない為、在庫は減少している。

スギ中目材の売行きは好調。出材量の減少から高値の傾向にある。一般材、役物用材共に不足感がある。

カラマツの引合いは落ち着いている。合板の受入数量に左右されているがスギに比べると不足感はない。小径木は、不足感がある。価格は保合。

アカマツは２～４ｍ並材の引合いが弱くなっている。長材は引合いある。

盛岡センターの広葉樹はナラの単価が上昇。クリも良材の出品が多く高値だった。高値で推移していたサクラ、鬼グルミは昨年よりも落ち着いているが、依然と

して高値となっている。トチ、ブナも寒切り材として、1250012高値で取引されている。


